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障害者総合支援法の改正について

も く じ ／通巻148号

　障害者総合支援法は、障がいのある方（児童）、難病の方等が、地域社会において、基本的人権を

享有する個人としての尊厳にふさわしい生活を営むために、障がい福祉サービスの充実や日常生活

及び社会生活を総合的に支援することを目的として、平成25年４月に施行されました。

　平成28年５月に、「生活」と「就労」に対する支援の一層の充実や高齢の障がい者による介護保険

サービスの円滑な利用を促進するための見直しを行うとともに、障がい児支援のニーズの多様化に

きめ細かく対応するための支援の拡充を図るほか、サービスの質の確保・向上を図るための環境整

備等を行うため、法改正が成立しました（同年６月３日公布）。正式名称を「障害者の日常生活及び

社会生活を総合的に支援するための法律及び児童福祉法の一部を改正する法律」といい、平成30年

４月に施行されます。

　今回の改正には、①障がい者の望む地域生活の支援、②障がい児支援のニーズの多様化へのきめ

細やかな対応、③サービスの質の確保・向上に向けた環境整備の３本柱が立てられています。

　障がい者福祉情報144号で概要説明を行っていますが、改めて３つのポイントについて詳しく説

明をしていきます。
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タイトル：障害者総合支援法の改正について 
本文：障害者総合支援法は、障害のあるかた（児童）、難病のかた等が、地域
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障害者による介護保険サービスの円滑な利用を促進するための見直しを行うと

ともに、障害児支援のニーズの多様化にきめ細かく対応するための支援の拡充

を図るほか、サービスの質の確保・向上を図るための環境整備等を行うため、

法改正が成立しました（同年６月３日公布）。正式名称を「障害者の日常生活

及び社会生活を総合的に支援するための法律及び児童福祉法の一部を改正する

法律」といい、平成３０年４月に施行されます。 
 今回の改正には、① 障害者の望む地域生活の支援、② 障害児支援のニー

ズの多様化へのきめ細やかな対応、③ サービスの質の確保・向上に向けた環

境整備の３本ばしらが立てられています。 
 障害者福祉情報１４４号で概要説明を行っていますが、改めて３つのポイン

トについて詳しく説明をしていきます。 
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の
３
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障
が
い
者
の
望
む
地
域
生
活
の

支
援

①�

施
設
入
所
支
援
や
共
同
生
活
援
助
を

利
用
し
て
い
た
者
を
対
象
と
し
て
、

定
期
的
な
訪
問
や
随
時
の
対
応
に
よ

り
、
円
滑
な
地
域
生
活
に
向
け
た
相

談
・
助
言
等
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
新

設
す
る
。

（
自
立
生
活
援
助
）

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】

・�

定
期
的
に
利
用
者
の
居
宅
を
訪
問

し
、
食
事
や
洗
濯
な
ど
に
課
題
は
な

い
か
、
家
計
に
滞
納
は
な
い
か
、
体

調
変
化
は
な
い
か
、
通
院
し
て
い
る

か
、
地
域
で
の
関
係
は
良
好
か
な
ど

に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
必
要
な
助

言
や
医
療
機
関
等
と
の
連
絡
調
整
を

行
う
。

・�

利
用
者
か
ら
の
相
談
・
要
請
が
あ
っ

た
際
は
、
訪
問
、
電
話
、
メ
ー
ル
等

に
よ
る
随
時
の
対
応
を
行
う
。

②�
就
業
に
伴
う
生
活
面
の
課
題
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
事
業
所
・
家
族
と
の

連
絡
調
整
等
の
支
援
を
行
う
サ
ー
ビ

ス
を
新
設
す
る
。（
就
労
定
着
支
援
）

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】

・�

企
業
、
自
宅
等
へ
の
訪
問
や
障
が
い

者
の
来
所
に
よ
り
、
生
活
リ
ズ
ム
、

家
計
や
体
調
管
理
等
に
関
す
る
課
題

解
決
に
向
け
て
、
必
要
な
連
絡
調
整

や
指
導
・
助
言
等
の
支
援
を
実
施
。

③�

重
度
訪
問
介
護
に
つ
い
て
、
医
療
機

関
へ
の
入
院
時
も
一
定
の
支
援
を
可

能
と
す
る
。

【
訪
問
先
で
の
具
体
的
な
支
援
内
容
】

・�

利
用
者
ご
と
に
異
な
る
特
殊
な
介
護

方
法
に
つ
い
て
、
医
療
従
事
者
な
ど

に
的
確
に
伝
達
し
、
適
切
な
対
応
に

つ
な
げ
る
。

・�

強
い
不
安
や
恐
怖
等
に
よ
る
混
乱

（
パ
ニ
ッ
ク
）
を
防
ぐ
た
め
の
本
人

に
あ
っ
た
環
境
や
生
活
習
慣
を
医
療

従
事
者
に
伝
達
し
、
病
室
等
の
環
境

調
整
や
対
応
の
改
善
に
つ
な
げ
る
。

④�

65
歳
に
至
る
ま
で
相
当
の
長
期
間
に

わ
た
り
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
き
た
低
所
得
の
高
齢
障
が
い

者
が
引
き
続
き
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
相
当
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
場
合
に
、
障
が
い
者
の

所
得
の
状
況
や
障
が
い
の
程
度
等

の
事
情
を
勘
案
し
、
当
該
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
を
障
が
い

【
具
体
的
な
内
容
】

・�

一
定
の
高
齢
障
が
い
者
に
対
し
、
一

般
高
齢
者
と
の
公
平
性
を
踏
ま
え
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

を
軽
減
（
償
還
）
で
き
る
仕
組
み
を

設
け
る
。

福
祉
制
度
に
よ
り
軽
減
（
償
還
）
で

き
る
仕
組
み
を
設
け
る
。
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入
所
支
援
や
共
同
生
活
援
助
を

利
用
し
て
い
た
者
を
対
象
と
し
て
、
定
期

的
な
訪
問
や
随
時
の
対
応
に
よ
り
、
円
滑 

な
地
域
生
活
に
向
け
た
相
談
・
助
言
等
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
を
新
設
す
る
。 

（
自
立
生
活
援
助
） 

 

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】 

・
定
期
的
に
利
用
者
の
居
宅
を
訪
問
し
、 

 

食
事
や
洗
濯
な
ど
に
課
題
は
な
い
か
、 

 

家
計
に
滞
納
は
な
い
か
、
体
調
変
化
は 

 

な
い
か
、
通
院
し
て
い
る
か
、
地
域
で 

 

の
関
係
は
良
好
か
な
ど
に
つ
い
て
確

認
を
行
い
、
必
要
な
助
言
や
医
療
機
関 

 

等
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
。 

・
利
用
者
か
ら
の
相
談
・
要
請
が
あ
っ
た 

 

際
は
、
訪
問
、
電
話
、
メ
ー
ル
等
に
よ 

 

る
随
時
の
対
応
を
行
う
。 

 

②
就
業
に
伴
う
生
活
面
の
課
題
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
事
業
所
・
家
族
と
の
連
絡

調
整
等
の
支
援
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
新

設
す
る
。
（
就
労
定
着
支
援
） 

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】 

・
企
業
・
自
宅
等
へ
の
訪
問
や
障
が
い
者 

 

の
来
所
に
よ
り
、
生
活
リ
ズ
ム
、
家
計 

 

や
体
調
管
理
等
に
関
す
る
課
題
解
決

に
向
け
て
、
必
要
な
連
絡
調
整
や
指

導
・
助
言
等
の
支
援
を
実
施
。 

 

③
重
度
訪
問
介
護
に
つ
い
て
、
医
療
機
関 

へ
の
入
院
時
も
一
定
の
支
援
を
可
能
と 

す
る
。 

【
訪
問
先
で
の
具
体
的
な
支
援
内
容
】 

・
利
用
者
ご
と
に
異
な
る
特
殊
な
介
護
方

法
に
つ
い
て
、
医
療
従
事
者
な
ど
に
的

確
に
伝
達
し
、
適
切
な
対
応
に
つ
な
げ

る
。 

・
強
い
不
安
や
恐
怖
等
に
よ
る
混
乱
（
パ

ニ
ッ
ク
）
を
防
ぐ
た
め
の
本
人
に
あ
っ

た
環
境
や
生
活
習
慣
を
医
療
従
事
者

に
伝
達
し
、
病
室
等
の
環
境
調
整
や
対

応
の
改
善
に
つ
な
げ
る
。 

 

④
６５
歳
に
至
る
ま
で
相
当
の
長
期
間
に

わ
た
り
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
き
た
低
所
得
の
高
齢
障
が
い
者
が

引
き
続
き
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
相

当
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
に
、
障
が
い
者
の
所
得
の
状
況
や

障
が
い
の
程
度
等
の
事
情
を
勘
案
し
、
当

該
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

を
障
が
い
福
祉
制
度
に
よ
り
軽
減
（
償
還
）

で
き
る
仕
組
み
を
設
け
る
。 

 

【
具
体
的
な
内
容
】 

・
一
定
の
高
齢
障
が
い
者
に
対
し
、
一
般 

 

高
齢
者
と
の
公
平
性
を
踏
ま
え
、
介
護 

 

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
を
軽 

 

減
（
償
還
）
で
き
る
仕
組
み
を
設
け
る
。 

 

障
害
者
総
合
支
援
法
改
正
の 

３
本
柱 
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２頁  
タイトル：障害者総合支援法改正の３本ばしら 

本文： 
３本ばしらの内の１つ目 「障害者の望む地域生活の支援」 

①施設入所支援や共同生活援助を利用していた者を対象として、定期的な訪問や随時の対応により、円滑な地域

生活に向けた相談・助言等を行うサービスを新設する（自立生活援助） 

【具体的な支援内容】 

・定期的に利用者の居宅を訪問し、食事や洗濯などに課題はないか、家計に滞納はないか、体調変化はないか、 

通院しているか、地域での関係は良好かなどについて確認を行い、必要な助言や医療機関等との連絡調整をお

こなう。 

・利用者からの相談・要請があった際は、訪問、電話、メール等による随時の対応を行う。 

 
②就業に伴う生活面の課題に対応できるよう、事業所・家族との連絡調整等の支援を行うサービスを新設する 

（就労定着支援） 

【具体的な支援内容】 

・企業・自宅等への訪問や障害者の来所により、生活リズム、家計や体調管理等に関する課題解決に向けて、必

要な連絡調整や指導・助言等の支援を実施。 

 

次のＳＰコードに続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③重度訪問介護について、医療機関への入院時も一定の支援を可能とする 

【訪問先での具体的な支援内容】 

・利用者ごとに異なる特殊な介護方法について、医療従事者などに的確に伝達し、適切な対応につなげる。 

・強い不安や恐怖等による混乱（パニック）を防ぐための本人にあった環境や生活習慣を医療従事者に伝達し、

病室等の環境調整や対応の改善につなげる。 

 

④ 六十五歳に至るまで相当の長期間にわたり障害福祉サービスを利用してきた低所得の高齢障害者が引き続

き障害福祉サービスに相当する介護保険サービスを利用する場合に、障害者の所得の状況や障害の程度等の事情

を勘案し、当該介護保険サービスの利用者負担を障害福祉制度により軽減（償還）できる仕組みを設ける 

【具体的な内容】 

・一定の高齢障害者に対し、一般高齢者との公平性を踏まえ、介護保険サービスの利用者負担を軽減（償還）で

きる仕組みを設ける。 

 

次のＳＰコードへ続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



障
が
い
児
支
援
の
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応

①�

重
度
の
障
が
い
等
に
よ
り
外
出
が
著

し
く
困
難
な
障
が
い
児
に
対
し
、
居

宅
を
訪
問
し
て
発
達
支
援
を
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
新
設
す
る
。

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】

・�

障
が
い
児
の
居
宅
を
訪
問
し
、
手
先

の
感
覚
と
脳
の
認
識
の
ず
れ
を
埋
め

る
た
め
の
活
動
や
絵
カ
ー
ド
や
写
真

を
利
用
し
た
言
葉
の
理
解
の
た
め
の

活
動
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基

本
的
な
動
作
の
指
導
、
知
識
技
能
の

付
与
な
ど
の
支
援
を
行
う
。

②�

保
育
所
等
の
障
が
い
児
に
発
達
支
援

を
提
供
す
る
保
育
所
等
訪
問
支
援
に

つ
い
て
、
乳
児
院
・
児
童
養
護
施
設

の
障
が
い
児
に
対
象
を
拡
大
す
る
。

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】

・�

障
が
い
児
本
人
へ
の
支
援（
集
団
生

活
適
応
の
た
め
の
訓
練
等
）
や
訪
問

先
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
支
援（
支
援

方
法
等
の
指
導
等
）
な
ど
、
児
童
が

集
団
生
活
を
営
む
施
設
を
訪
問
し
、

他
の
児
童
と
の
集
団
生
活
へ
の
適
応

の
た
め
の
専
門
的
な
支
援
を
行
う
。

③�
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
障
が
い
児
が

適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

自
治
体
に
お
い
て
保
健
・
医
療
・
福

祉
等
の
連
携
促
進
に
努
め
る
。

④�

障
が
い
児
の
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
提
供

体
制
の
計
画
的
な
構
築
を
推
進
す
る

た
め
、
自
治
体
に
お
い
て
障
が
い
児

福
祉
計
画
を
策
定
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上

に
向
け
た
環
境
整
備

①�

補
装
具
費
に
つ
い
て
、
成
長
に
伴
い

短
期
間
で
取
り
替
え
る
必
要
の
あ
る

障
が
い
児
の
場
合
等
に
貸
与
の
活
用

も
可
能
と
す
る
。こ
の
た
め
、「
購
入
」

を
基
本
と
す
る
原
則
は
維
持
し
た
上

で
、
障
が
い
者
の
利
便
に
照
ら
し
て

「
貸
与
」
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
場

合
に
限
り
、
新
た
に
補
装
具
の
支
給

の
対
象
と
な
る
。

②�

都
道
府
県
が
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
事

業
内
容
等
の
情
報
を
公
表
す
る
制
度

を
設
け
る
と
と
も
に
、
自
治
体
の
事

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の

規
定
を
整
備
す
る
。

　

※�
介
護
保
険
制
度
と
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
制
度
に
お
い
て
は
、
同
様

の
情
報
公
表
制
度
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。

　

※�

厚
生
労
働
省
「
社
会
保
障
審
議
会
障

害
者
部
会
資
料
」
参
照
及
び
抜
粋

障
が
い
児
支
援
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の 

き
め
細
や
か
な
対
応 

①
重
度
の
障
が
い
等
に
よ
り
外
出
が
著

し
く
困
難
な
障
が
い
児
に
対
し
、
居
宅
を

訪
問
し
て
発
達
支
援
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
新
設
す
る
。 

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】 

・
障
が
い
児
の
居
宅
を
訪
問
し
、
手
先
の 

 

感
覚
と
脳
の
認
識
の
ず
れ
を
埋
め
る 

 

た
め
の
活
動
や
絵
カ
ー
ド
や
写
真
を 

 

利
用
し
た
言
葉
の
理
解
の
た
め
の
活 

 

動
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的 

 

な
動
作
の
指
導
、
知
識
技
能
の
付
与
な 

 

ど
の
支
援
を
行
う
。 

 

 

②
保
育
所
等
の
障
が
い
児
に
発
達
支
援

を
提
供
す
る
保
育
所
等
訪
問
支
援
に
つ

い
て
、
乳
児
院
・
児
童
養
護
施
設
の
障
害

児
に
対
象
を
拡
大
す
る
。 

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】 

・
障
が
い
児
本
人
へ
の
支
援
（
集
団
生
活 

 

適
応
の
た
め
の
訓
練
等
）
や
訪
問
先
施 

 

設
の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
支
援
（
支
援
方
法 

 

等
の
指
導
等
）
な
ど
、
児
童
が
集
団
生 

 

活
を
営
む
施
設
を
訪
問
し
、
他
の
児
童 

 
と
の
集
団
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
の 

 
専
門
的
な
支
援
を
行
う
。 

 

③
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
障
が
い
児
が

適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
治

体
に
お
い
て
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
連

携
促
進
に
努
め
る
。 

 

④
障
が
い
児
の
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
提
供

体
制
の
計
画
的
な
構
築
を
推
進
す
る
た

め
、
自
治
体
に
お
い
て
障
が
い
児
福
祉
計

画
を
策
定
す
る
。 

 

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
に
向
け
た

環
境
整
備 

①
補
装
具
費
に
つ
い
て
、
成
長
に
伴
い
短

期
間
で
取
り
替
え
る
必
要
の
あ
る
障
が

い
児
の
場
合
等
に
貸
与
の
活
用
も
可
能

と
す
る
。
こ
の
た
め
、「
購
入
」
を
基
本
と

す
る
原
則
は
維
持
し
た
上
で
、
障
が
い
者

の
利
便
に
照
ら
し
て
「
貸
与
」
が
適
切
と

考
え
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
新
た
に
補
装

具
の
支
給
の
対
象
と
な
る
。 

 

②
都
道
府
県
が
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
事

業
内
容
等
の
情
報
を
公
表
す
る
制
度
を

設
け
る
と
と
も
に
、
自
治
体
の
事
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の
規
定
を
整
備

す
る
。 

 

※
介
護
保
険
制
度
と
子
ど
も
・
子
育
て 

 
 

支
援
制
度
に
お
い
て
は
、
同
様
の
情 

 
 

報
公
表
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。  

 

※
厚
生
労
働
省
「
社
会
保
障
審
議
会 

 
 

障
害
者
部
会
資
料
」
参
照
及
び
抜
粋 

障
が
い
児
支
援
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の 

き
め
細
や
か
な
対
応 

①
重
度
の
障
が
い
等
に
よ
り
外
出
が
著

し
く
困
難
な
障
が
い
児
に
対
し
、
居
宅
を

訪
問
し
て
発
達
支
援
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
新
設
す
る
。 

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】 

・
障
が
い
児
の
居
宅
を
訪
問
し
、
手
先
の 

 

感
覚
と
脳
の
認
識
の
ず
れ
を
埋
め
る 

 

た
め
の
活
動
や
絵
カ
ー
ド
や
写
真
を 

 

利
用
し
た
言
葉
の
理
解
の
た
め
の
活 

 

動
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的 

 

な
動
作
の
指
導
、
知
識
技
能
の
付
与
な 

 

ど
の
支
援
を
行
う
。 

 

 

②
保
育
所
等
の
障
が
い
児
に
発
達
支
援

を
提
供
す
る
保
育
所
等
訪
問
支
援
に
つ

い
て
、
乳
児
院
・
児
童
養
護
施
設
の
障
害

児
に
対
象
を
拡
大
す
る
。 

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】 

・
障
が
い
児
本
人
へ
の
支
援
（
集
団
生
活 

 

適
応
の
た
め
の
訓
練
等
）
や
訪
問
先
施 

 

設
の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
支
援
（
支
援
方
法 

 

等
の
指
導
等
）
な
ど
、
児
童
が
集
団
生 

 

活
を
営
む
施
設
を
訪
問
し
、
他
の
児
童 

 

と
の
集
団
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
の 

 

専
門
的
な
支
援
を
行
う
。 

 

③
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
障
が
い
児
が

適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
治

体
に
お
い
て
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
連

携
促
進
に
努
め
る
。 

 

④
障
が
い
児
の
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
提
供

体
制
の
計
画
的
な
構
築
を
推
進
す
る
た

め
、
自
治
体
に
お
い
て
障
が
い
児
福
祉
計

画
を
策
定
す
る
。 

 

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
に
向
け
た

環
境
整
備 

①
補
装
具
費
に
つ
い
て
、
成
長
に
伴
い
短

期
間
で
取
り
替
え
る
必
要
の
あ
る
障
が

い
児
の
場
合
等
に
貸
与
の
活
用
も
可
能

と
す
る
。
こ
の
た
め
、「
購
入
」
を
基
本
と

す
る
原
則
は
維
持
し
た
上
で
、
障
が
い
者

の
利
便
に
照
ら
し
て
「
貸
与
」
が
適
切
と

考
え
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
新
た
に
補
装

具
の
支
給
の
対
象
と
な
る
。 

 

②
都
道
府
県
が
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
事

業
内
容
等
の
情
報
を
公
表
す
る
制
度
を

設
け
る
と
と
も
に
、
自
治
体
の
事
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の
規
定
を
整
備

す
る
。 

 

※
介
護
保
険
制
度
と
子
ど
も
・
子
育
て 

 
 

支
援
制
度
に
お
い
て
は
、
同
様
の
情 

 
 

報
公
表
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。  

 

※
厚
生
労
働
省
「
社
会
保
障
審
議
会 

 
 

障
害
者
部
会
資
料
」
参
照
及
び
抜
粋 

障
が
い
児
支
援
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の 

き
め
細
や
か
な
対
応 

①
重
度
の
障
が
い
等
に
よ
り
外
出
が
著

し
く
困
難
な
障
が
い
児
に
対
し
、
居
宅
を

訪
問
し
て
発
達
支
援
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
新
設
す
る
。 

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】 

・
障
が
い
児
の
居
宅
を
訪
問
し
、
手
先
の 

 

感
覚
と
脳
の
認
識
の
ず
れ
を
埋
め
る 

 

た
め
の
活
動
や
絵
カ
ー
ド
や
写
真
を 

 

利
用
し
た
言
葉
の
理
解
の
た
め
の
活 

 

動
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的 

 

な
動
作
の
指
導
、
知
識
技
能
の
付
与
な 

 

ど
の
支
援
を
行
う
。 

 

 

②
保
育
所
等
の
障
が
い
児
に
発
達
支
援

を
提
供
す
る
保
育
所
等
訪
問
支
援
に
つ

い
て
、
乳
児
院
・
児
童
養
護
施
設
の
障
害

児
に
対
象
を
拡
大
す
る
。 

【
具
体
的
な
支
援
内
容
】 

・
障
が
い
児
本
人
へ
の
支
援
（
集
団
生
活 

 

適
応
の
た
め
の
訓
練
等
）
や
訪
問
先
施 

 

設
の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
支
援
（
支
援
方
法 

 

等
の
指
導
等
）
な
ど
、
児
童
が
集
団
生 

 

活
を
営
む
施
設
を
訪
問
し
、
他
の
児
童 

 

と
の
集
団
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
の 

 

専
門
的
な
支
援
を
行
う
。 

 

③
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
障
が
い
児
が

適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
治

体
に
お
い
て
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
連

携
促
進
に
努
め
る
。 

 

④
障
が
い
児
の
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
提
供

体
制
の
計
画
的
な
構
築
を
推
進
す
る
た

め
、
自
治
体
に
お
い
て
障
が
い
児
福
祉
計

画
を
策
定
す
る
。 

 

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
に
向
け
た

環
境
整
備 

①
補
装
具
費
に
つ
い
て
、
成
長
に
伴
い
短

期
間
で
取
り
替
え
る
必
要
の
あ
る
障
が

い
児
の
場
合
等
に
貸
与
の
活
用
も
可
能

と
す
る
。
こ
の
た
め
、「
購
入
」
を
基
本
と

す
る
原
則
は
維
持
し
た
上
で
、
障
が
い
者

の
利
便
に
照
ら
し
て
「
貸
与
」
が
適
切
と

考
え
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
新
た
に
補
装

具
の
支
給
の
対
象
と
な
る
。 

 

②
都
道
府
県
が
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
事

業
内
容
等
の
情
報
を
公
表
す
る
制
度
を

設
け
る
と
と
も
に
、
自
治
体
の
事
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の
規
定
を
整
備

す
る
。 

 

※
介
護
保
険
制
度
と
子
ど
も
・
子
育
て 

 
 

支
援
制
度
に
お
い
て
は
、
同
様
の
情 

 
 

報
公
表
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。  

 

※
厚
生
労
働
省
「
社
会
保
障
審
議
会 

 
 

障
害
者
部
会
資
料
」
参
照
及
び
抜
粋 
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３頁 

 

３本ばしらの内の２つ目 「障害児支援のニーズの多様化へのきめ細やかな対応」 

①重度の障害等により外出が著しく困難な障害児に対し、居宅を訪問して発達支援を提供するサービスを新設す

る 

【具体的な支援内容】 

・障害児の居宅を訪問し、手先の感覚と脳の認識のずれを埋めるための活動や絵カードや写真を利用した言葉の

理解のための活動など、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与などの支援を行う。  

 

②保育所等の障害児に発達支援を提供する保育所等訪問支援について、乳児院・児童養護施設の障害児に対象を

拡大する 

【具体的な支援内容】 

・障害児本人への支援（集団生活適応のための訓練等）や訪問先施設のスタッフへの支援（支援方法等の指導等）

など、児童が集団生活を営む施設を訪問し、他の児童との集団生活への適応のための専門的な支援を行う。 

 

③医療的ケアを要する障害児が適切な支援を受けられるよう、自治体において保健・医療・福祉等の連携促進に

努める 

 

④障害児のサービスに係る提供体制の計画的な構築を推進するため、自治体において障害児福祉計画を策定する 

 

次のＳＰコードへ続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３本ばしらの内の３つ目 「サービスの質の確保・向上に向けた環境整備」 

①補装具費について、成長に伴い短期間で取り替える必要のある障害児の場合等に貸与の活用も可能とする。こ

のため、「購入」を基本とする原則は維持した上で、障害者の利便に照らして「貸与」が適切と考えられる場合に

限り、新たに補装具の支給の対象となる 

 

②都道府県がサービス事業所の事業内容等の情報を公表する制度を設けるとともに、自治体の事務の効率化を図

るため、所要の規定を整備する 

 ※介護保険制度と子ども・子育て支援制度においては、同様の情報公表制度が導入されている。 

 

厚生労働省「社会保障審議会障害者部会資料」参照及び抜粋 

 

３頁おわり。 

 

 

 

 

 

 



視
覚
に
頼
ら
な
い

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
に
つ
い
て

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
情
報

収
集
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

有
効
な
道
具
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
そ

の
他
の
補
助
機
器
を
活
用
し
、
生
活
の

質
の
向
上
や
社
会
参
加
に
役
立
て
て
い

ま
す
。
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
以
下
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
）
の
普
及
は
著
し
く
、
そ
の
利
便

性
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機
器
を
は
る

か
に
し
の
ぎ
ま
す
。
し
か
し
、
視
覚
障

が
い
者
に
と
っ
て
、
凹
凸
の
な
い
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
画
面
の
操
作
は
、
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
で
あ
り
、
実
際
に
そ
れ
ら
を

使
い
こ
な
し
て
い
る
方
は
そ
う
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
視
覚
障
が
い
者
向
け
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
使
い
方
や
有
効
性
を
指

導
す
る
人
を
養
成
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
事
業
）
し
て

い
る
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
北
九
州

市
視
覚
障
害
者
自
立
推
進
協
会
あ
い
ず 

理
事　

須
藤　

輝
勝
氏
と
、
北
九
州
市

障
害
児
・
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
、
Ｉ
Ｔ
支
援
を
考
え
る
会
代
表 

立
目　
章
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
は
、
視
覚

障
が
い
者
に
適
し
た
端
末
や
機

能
が
あ
り
ま
す
か
？

　

視
覚
障
が
い
者
が
使
え
る
よ
う
に
機

能
を
備
え
た
端
末
は
幾
つ
か
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
長
所
、
短
所
が
あ
り
ま
す
。
視

覚
障
が
い
者
が
ど
の
端
末
を
選
ん
だ
ら

良
い
か
分
か
ら
ず
に
販
売
店
に
行
っ
た

場
合
は
、
店
員
か
ら
端
末
の
説
明
を
受

け
た
上
で
、
自
分
で
選
択
し
購
入
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、店
員
の
お
ス
ス
メ
を

購
入
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
あ
い
ず
で
は
、
視
覚
障
が

い
者
の
利
便
性
を
考
え
、iPhone

（
ア

イ
フ
ォ
ー
ン
）
を
使
用
し
た
視
覚
障
が

い
向
け
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、iPhone

に
は
、「
ボ

イ
ス
オ
ー
バ
ー
」
と
い
う
「
音
声
読
み

上
げ
機
能
」
が
標
準
で
備
え
ら
れ
、
別

途
、
読
み
上
げ
ア
プ
リ
等
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
す
。

画
面
を
視
覚
で
確
認
で
き
な
い
方
が
、

こ
の
機
能
を
使
い
、
操
作
方
法
を
習
得

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、iPhone

を
使

い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
う
こ
と

で
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
か
？

　

通
常
、
書
類
の
文
字
を
読
む
、
音
声

コ
ー
ド
の
内
容
を
確
認
す
る
な
ど
の
作

業
が
必
要
と
な
っ
た
時
、
ス
キ
ャ
ナ
ー

や
Ｏ
Ｃ
Ｒ
ソ
フ
ト
、
音
声
コ
ー
ド
読
取

装
置
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
応
じ

た
多
く
の
補
助
機
器
を
使
い
ま
す
。
し

か
も
、
必
要
と
な
る
機
器
を
全
て
購
入

す
る
と
高
額
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
持

ち
運
び
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
１
つ

準
備
し
、
必
要
な
機
能
の
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
く
だ
け
で
、
文
字

の
拡
大
や
読
上
げ
、
声
の
録
音
、
色
の

判
別
、
目
的
地
ま
で
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
多
く
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ア
プ
リ
は
、
補
助
機
器

を
購
入
す
る
よ
り
も
、
ず
っ
と
安
価
に

取
得
で
き
、
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
持
ち
運
び
易
さ
か

ら
、
必
要
な
時
に
そ
の

場
で
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
で
全
て
の
バ
リ
ア

を
カ
バ
ー
で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
よ
り
便
利
で
高
機
能
な
ア

プ
リ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
次
々
開
発

さ
れ
て
い
く
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
ら
を
随
時
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
今
よ
り
も
ず
っ
と
情
報

収
集
や
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

操
作
方
法
な
ど
を
教
え
て
く
れ

る
人
は
い
ま
す
か
？

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
う
メ
リ
ッ

ト
が
分
か
っ
て
も
、
操
作
方
法
を
習
得

す
る
に
は
、
隣
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
人
が
必
要
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー

ボ
ー
ド
や
補
助
機
器
の
ボ
タ
ン
操
作
と

異
な
り
、
凹
凸
の
な
い
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

を
音
声
を
頼
り
に
操
作
す
る
の
は
コ
ツ

が
い
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
視
覚
障
が
い

者
を
支
援
す
る
団
体
、
行
政
、
大
学
で

協
働
体
を
発
足
し
、「
視
覚
障
害
者
へ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
事
業
」
を
、
平
成
28
年
度
に

特
　
　
集
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４頁  
タイトル：視覚に頼らないタブレット端末の活用について 

 

本文： 視覚に障害のある人は、情報収集やコミュニケーション手段の有効な道具として、

パソコンやその他の補助機器を活用し、生活の質の向上や社会参加に役立てています。近年、

スマートフォンやタブレット端末（以下、タブレット端末）の普及は著しく、その利便性は、

パソコンなどの機器をはるかにしのぎます。しかし、視覚障害者にとって、凹凸のないタッ

チパネル画面の操作は、大きなハードルであり、実際にそれらを使いこなしているかたはそ

う多くありません。 

 今回、視覚障害者向けにタブレット端末の使い方や有効性を指導する人を養成（タブレッ

ト端末インストラクター養成事業）している、特定非営利活動法人北九州市視覚障害者自立

推進協会あいず 理事 すどう てるかつ し と、北九州市障害児しゃへのコミュニケー

ション支援、ＩＴ支援を考える会 代表 たちめ あきら し にお話を伺いました。 

 
質問：「タブレット端末には、視覚障害者に適した端末や機能がありますか？」 

本文： 
視覚障害者が使えるように機能を備えた端末は幾つかあり、それぞれ長所、短所があります。

視覚障害者がどの端末を選んだら良いか分からずに販売店に行った場合は、店員から端末の説

明を受けた上で、自分で選択し購入しているのではなく、店員のおススメを購入している場合も

あるようです。 
そこで、あいずでは、視覚障害者の利便性を考え、アイフォーンを使用した視覚障害向けの支

援を行っています。 
 その理由は、アイフォーンには、「ボイスオーバー」という「音声読み上げ機能」が標準で備

えられ、別途、読み上げアプリ等をインストールする必要がないからです。画面を視覚で確認で

きないかたが、この機能を使い、操作方法を習得することができれば、アイフォーンを使いこな

すことができます。 
 
次のＳＰコードへ続く 
 

 
 

質問：タブレット端末を使うことで、どのようなメリットがありますか？ 

本文： 

通常、書類の文字を読む、音声コードの内容を確認するなどの作業が必要となった時、ス

キャナーやＯＣＲソフト、音声コード読み取り装置など、それぞれの作業に応じた多くの補

助機器を使います。しかも、必要となる機器を全て購入すると高額になるだけでなく、持ち

運びも容易ではありません。 

 それが、タブレット端末を１つ準備し、必要な機能のアプリをダウンロードしておくだけ

で、文字の拡大や読上げ、声の録音、色の判別、目的地までのナビゲーションなど、多くの

ことが出来るようになります。アプリは、補助機器を購入するよりも、ずっと安価に取得で

き、また、タブレット端末の持ち運び易さから、必要な時にその場で対応することができま

す。 

もちろん、これで全てのバリアをカバーできる訳ではありませんが、今後、より便利で高

機能なアプリやタブレット端末が次々開発されていくと推測されるため、それらを随時生

活に取り入れることが出来れば、今よりもずっと情報収集や活動の幅を広げていくことが

できると思います。 

 

次のＳＰコードへ続く 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



北
九
州
市
で
開
催
し
、
福
岡
市
で
は
、

平
成
30
年
３
月
に
開
催
し
ま
す
。
こ
の

事
業
は
「
ふ
く
お
か
地
域
貢
献
活
動
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
と
し
て
採
択
さ
れ
て
お

り
、
平
成
29
年
12
月
21
日
に
、「
平
成
29

年
度
ふ
く
お
か
共
助
社
会
づ
く
り
表

彰
」
で
、
福
岡
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受

け
た
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
画
面
が
見
え
な
い

視
覚
障
が
い
者
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

使
い
方
や
有
効
性
を
分
か
り
や
す
く
正

確
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、
講
義
、

実
技
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
模
擬
授
業

な
ど
を
計
４
日
間
行
い
ま
す
。
昨
年
は
、

視
覚
障
が
い
者
や
支
援
団
体
関
係
者
な

ど
13
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
県
内
各
地
の
団
体
、
個
人
、
学
校
関

係
者
は
も
ち
ろ
ん
県
外
か
ら
も
問
い
合

わ
せ
を
い
た
だ
き
、
定
員
20
名
の
と
こ

ろ
34
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

基
本
動
作
や
技
術
の
習
得
は
慣
れ
れ

ば
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
相
手

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
と
い

う
こ
と
は
と
て
も
困
難
で
す
。
視
覚
障

が
い
に
つ
い
て
の
知
識

も
必
要
で
す
が
、
ダ
ブ

ル
タ
ッ
プ
や
フ
リ
ッ
ク

な
ど
の
操
作
方
法
を
ど

の
よ
う
に
伝
え
る
か
、

頼
っ
て
操
作
す
る
ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
早

く
感
じ
ま
し
た
。

　
「
音
声
を
頼
り
に
操
作
す
る
の
で
、

周
囲
の
音
が
大
き
い
場
所
で
は
少
し

使
い
づ
ら
い
で
す
ね
。
音
声
を
大
き

く
し
て
使
う
方
も
い
ま
す
が
、
私
は

Bluetooth

（
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
）
接
続

で
イ
ヤ
ホ
ン
に
音
声
を
と
ば
す
の
で
、

電
車
の
中
な
ど
で
も
大
丈
夫
で
す
。
で

も
、音
声
を
イ
ヤ
ホ
ン
で
聞
き
な
が
ら
、

画
面
が
真
っ
暗
なiPhone

を
タ
ッ
プ

し
て
い
る
様
子
を
、
周
り
の
乗
客
は
不

思
議
に
思
っ
て
見
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
川
上
さ
ん
は
、
全
盲
の
た

め
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
画
面
を
全
く
確
認

で
き
な
い
の
で
、iPhone

を
起
動
し
た

状
態
で
画
面
を
暗
く
し
て
も
、
操
作
に

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暗
い
画
面
に
向

か
っ
て
操
作
す
る
様
子
は
、
晴
眼
者
か

ら
す
る
と
違
和
感
を
覚
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
川
上
さ
ん
に
と
っ
て
は
普

段
の
ス
タ
イ
ル
な
の
で
す
。

　

川
上
さ
ん
がiPhone

を
使
い
こ
な
す

様
子
を
拝
見
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
、

視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
日
常
生
活

を
確
実
に
変
化
さ
せ
る
有
効
な
機
器
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
購
入
を
検

討
し
て
い
る
方
や
操
作
方
法
が
分
か
ら

相
手
の
能
力
や
障
が
い
程
度
に
応
じ
た

指
導
力
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
講
座
を
受
講
し
た
人
が
、
習
得

し
た
知
識
を
活
か
し
て
視
覚
障
が
い
者

に
指
導
を
し
、
そ
の
結
果
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
方
が
、
ま
た
次
の
方
に
教
え

て
い
く
。
こ
の
活
動
が
県
内
各
地
に
広

が
っ
て
い
け
ば
、
多
く
の
視
覚
障
が
い

者
の
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
操

作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
い
ず
が
運
営
す
る
北
九
州
市
視
覚

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２

名
の
視
覚
障
が
い
者
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
講
座
を
受
講
し
、同
セ
ン
タ
ー
で
働

く
同
僚
の
皆
さ
ん
に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
使
い
方
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
受
講

者
の
１
人
で
あ
る
川
上　

敏
輝
さ
ん
に
、

操
作
を
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

川
上
さ
ん
が
、iPhone

を
購
入
し
た

の
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
講
座
の
受

講
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
操
作
に
は
コ
ツ
が
い
り
ま
す
が
、

覚
え
て
し
ま
え
ば
、
と
て
も
便
利
で
す

よ
。
ネ
ッ
ト
や
買
い
物
に
よ
く
利
用
し

ま
す
。」
と
、
ア
プ
リ
操
作
を
進
め
る

そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
晴
眼
者
が
視
覚
に

な
い
方
、「
視
覚
障
害
者
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
事

業
」
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

北
九
州
市
障
害
者

�

社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

�

℡
０
９
３-

８
８
３-

５
５
５
４

�

Fax
０
９
３-

８
８
３-

５
５
５
１ 暗い画面に向かい、すごい速さでiPhoneの操作を行う川上さん
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実演：実際にタブレット端末を操作していただきました。 

あいずが運営する北九州市視覚障害者就労支援センターでは、２名の視覚障害者がイン

ストラクター講座を受講し、同センターで働く同僚の皆さんに、タブレット端末の使い方を

指導しています。受講者の１人である かわかみ としてる さんに、操作を実演していた

だきました。 

 川上さんが、アイフォーンを購入したのは、インストラクター講座の受講がきっかけだっ

たそうです。 

「操作にはコツがいりますが、覚えてしまえば、とても便利ですよ。ネットや買い物によく

利用します。」と、アプリ操作を進めるそのスピードは、晴眼者が視覚に頼って操作するス

ピードよりも早く感じました。 

「音声を頼りに操作するので、周囲の音が大きい場所では少し使いづらいですね。音声を

大きくして使うかたもいますが、私はブルートゥース接続でイヤホンに音声をとばすので、

電車の中などでも大丈夫です。でも、音声をイヤホンで聞きながら、画面が真っ暗なアイフ

ォーンをタップしている様子を、周りの乗客は不思議に思って見ているかもしれませんね。」

と笑顔で話してくださいました。川上さんは、全盲のため、タッチパネル画面を全く確認で

きないので、アイフォーンを起動した状態で画面を暗くしても、操作に影響はありません。

暗い画面に向かって操作する様子は、晴眼者からすると違和感を覚えるかもしれませんが、

川上さんにとっては普段のスタイルなのです。 

川上さんがアイフォーンを使いこなす様子を拝見し、タブレット端末が、視覚障害者にと

って、日常生活を確実に変化させる有効な機器であることを改めて実感しました。 

 タブレット端末などの購入を検討しているかたや操作方法が分からないかた、「視覚障害

者へのタブレット端末インストラクター養成事業」について興味のあるかたは、次のセンタ

ーまでお問い合わせください。 

 

【問い合わせ先】 

北九州市障害者社会参加推進センター 

電話 ０９３―８８３―５５５４ 

ＦＡＸ ０９３―８８３―５５５１ 

 

５頁終わり 

 

質問：操作方法などを教えてくれる人はいますか？ 

本文： 

タブレット端末を使うメリットが分かっても、操作方法を習得するには、隣でサポートして

くれる人が必要です。パソコンのキーボードや補助機器のボタン操作と異なり、凹凸のない

タッチパネルを音声を頼りに操作するのはコツがいります。 

 そこで、私たちは、視覚障害者を支援する団体、行政、大学で協働体を発足し、「視覚障

害者へのタブレット端末インストラクター養成事業」を、平成２８年度に北九州市で開催し、

福岡市では平成３０年３月に開催します。この事業は「ふくおか地域貢献活動サポート事業」

として採択されており、平成 29 年 12 月 21 日に、「平成 29年度ふくおか共助社会づくり表

彰」で、福岡県知事から表彰を受けた事業です。 

 この事業では、画面が見えない視覚障害者にタブレット端末の使い方や有効性を分かり

やすく正確に教えることができるインストラクターを養成するため、講義、実技、ワークシ

ョップ、模擬授業などを計４日間行います。昨年は、視覚障害者や支援団体関係者など 13

名が受講されました。今年度は、県内各地の団体、個人、学校関係者はもちろん県外からも

問い合わせをいただき、定員 20 名のところ 34 名の申込みがありました。 

 基本動作や技術の習得は慣れればできるようになりますが、相手が理解できるように指

導するということはとても困難です。視覚障害についての知識も必要ですが、ダブルタップ

やフリックなどの操作方法をどのように伝えるか、相手の能力や障害程度に応じた指導力

も必要となります。 

この講座を受講した人が、習得した知識を活かして視覚障害者に指導をし、その結果使え

るようになったかたが、また次のかたに教えていく。この活動が県内各地に広がっていけば、

多くの視覚障害者の生活がより豊かになると期待しています。 

 

次のＳＰコードへ続く 

 

 
 
 
 
 
 



度
で
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
自
由
で

地
域
・
職
場
・
家
庭
等
で
孤
立
し
が
ち

な
あ
な
た
、
一
緒
に
当
協
会
の
活
動
に

参
加
し
、「
悩
み
」
や
「
希
望
」
を
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
。
定
例
会
は
、
非
会
員

で
も
見
学
自
由
で
、
要
約
筆
記
者
に
よ

る
情
報
保
障
の
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

　

是
非
一
度
、足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

【
活
動
日
】

　

定
例
会　

毎
月
１
回
第
４
日
曜
日

　

※
次
回
定
例
会
は
、
３
月
25
日
（
日
）

　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　

春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ
で
開
催

【
活
動
内
容
】

　

�「
テ
ー
マ
」
に
基
づ
く
研
修
会
、
親
睦

会
、
バ
ザ
ー
、
要
請
活
動
、
福
祉
他

団
体
と
の
交
流
親
睦
な
ど
。

　

�

今
年
度
は
、
９
月
に
難
聴
の
今
村
彩

子
監
督
を
迎
え
て
、
映
画
「
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
」
の
上
映
会
を
実
施
。

【
活
動
場
所
】

　

�

春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
を
中
心

に
、太
宰
府
市
、小
郡
市
、糸
島
市
な
ど
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
岡
県
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
協
会

　

Fax
０
９
２-

５
１
８-

８
７
８
４

　

Ｈ
Ｐ
：�http://w

w
w
1.bbiq.jp/

fukunancho/

第
５
回
福
岡
県

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」大
規
模
販
売
会

　

去
る
１
月
17
日
（
水
）
か
ら
１
月
21

日
（
日
）
ま
で
の
５
日
間
、
大
規
模
販

売
会
実
行
委
員
会
主
催
の
『
第
５
回
福

岡
県
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
大
規
模
販
売

会
』が
福
岡
三
越
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
内
外
か
ら
障
が
い
者
施
設
66

施
設
が
出
店
し
、
障
が
い
の
あ
る
皆
さ

ん
が
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
仕
上
げ
た
約

１
２
０
０
種
類
、
５
万
６
千
点
以
上
の

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
が
勢
揃
い
し
ま
し

た
。
会
期
中
は
、
実
際
に
商
品
を
手
に

取
っ
て
、
お
気
に
入
り
の
ま
ご
こ
ろ
製

品
を
探
さ
れ
な
が
ら
、
お
買
い
物
を
楽

し
ま
れ
る
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
販
売
会
に
併
せ
て
、
障
が
い

者
施
設
に
よ
る
「
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
」
や
博
多
を
代
表
す
る
一
流
料
理

人
が
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
の
農
産
物
や

福
岡
県
産
食
材
を
使
用
し
た
特
別
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
「
博
多
食
文
化

の
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
、
九
州
北
部
豪
雨
被
災
地

支
援
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
九

福
岡
県
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
協
会

　

聴
覚
に
「
障
が
い
」
が
あ
る
人
は
全

国
で
１
千
万
人
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る

聴
覚
障
が
い
者
は
約
45
万
人
。「
お
よ

そ
１
千
人
に
３
人
」
の
割
合
で
す
。
福

岡
県
下
で
は
約
１
万
人
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
し
な
い
中
・
軽
度
難
聴

や
老
人
性
の
難
聴
者
を
含
め
れ
ば
、「
聞

こ
え
に
障
が
い
」
を
持
つ
方
々
は
相
当

数
お
ら
れ
ま
す
。
人
生
の
途
上
で
突
然

に
失
聴
さ
れ
て
「
悩
み
」
多
い
日
々
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
方
々
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
聴
覚
障
が
い
の
当

事
者
が
、
心
を
一
つ
に
し
て
、
社
会
福

祉
の
拡
充
と
向
上
を
め
ざ
す
活
動
を
行

い
、相
互
親
睦
と
交
流
を
図
っ
て
お
り
、

そ
の
任
意
団
体
が
「
福
岡
県
難
聴
者
・

中
途
失
聴
者
協
会
」
で
す
。

　
「
福
岡
県
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
協

会
」
は
１
９
８
６
年
に
創
設
さ
れ
、昨
年

ご
　
紹
　
介

開
　

催
　

報
　

告

州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
漫
画
家
の
皆
さ

ん
に
よ
る
「
似
顔
絵
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」

や
、
障
が
い
者
施
設
に
よ
る
「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
に
は
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
参
加
費
の
一
部
は
九
州

北
部
豪
雨
の
被
災
地
へ
義
援
金
と
し
て

寄
付
さ
れ
ま
す
。
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６頁 

ご紹介 

タイトル：福岡県難聴者・中途しっちょうしゃ協会 

本文： 聴覚に「障害」がある人は全国で１千万人とも言われます。そのうち、身体障害者手

帳を有する聴覚障害者は約 45 万人。「およそ１千人に３人」の割合です。福岡県下では約１万

人で、身体障害者手帳を所持しない、ちゅう・軽度難聴や老人性の難聴者を含めれば、「聞こえ

に障害」を持つ方々は相当数おられます。人生の途上で突然に失聴されて「悩み」多い日々を過

ごされている方々も少なくありません。そうした聴覚障害の当事者が、心を一つにして、社会

福祉の拡充と向上をめざす活動を行い、相互親睦と交流を図っており、その任意団体が「福岡

県難聴者・中途しっちょうしゃ協会」です。 

 「福岡県難聴者・中途しっちょうしゃ協会」は１９８６年に創設され、昨年度で創立 30周年

を迎えました。 

 コミュニケーションが不自由で地域・職場・家庭等で孤立しがちなあなた、一緒に当協会の

活動に参加し、「悩み」や「希望」を語り合いませんか。定例会は、非会員でも見学自由で、要

約筆記者による情報保障の通訳があります。 

 是非一度、足をお運びください。 

【活動日】 

 定例会 毎月１回第４ 日曜日 ※次回定例会は、３月 25 日（日）13時 30 分～16 時 30 分 

  春日市クローバープラザ セミナールームＡで開催 

【活動内容】 

「テーマ」に基づく研修会、親睦会、バザー、要請活動、福祉他団体との交流親睦など。 

今年度は、９月に難聴の今村彩子監督を迎えて、映画「スタートライン」の上映会を実施。 

【活動場所】 

 春日市クローバープラザを中心に、太宰府市、小郡市、糸島市など。 

次のＳＰコードへ続く 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 福岡県難聴者・中途しっちょうしゃ協会 

 ＦＡＸ ０９２―５１８―８７８４ 

ホームページアドレス http コロン//www1 ドットｂ ｂ ｉ ｑドット j p/ｆ ｕ ｋ ｕ ｎ 

ａ ｎ ｃｈ ｏ 

 

 

開催報告 

タイトル：第５回福岡県「まごころ製品」大規模販売会 
本文：去る１月 17 日（水）から１月 21 日（日）までの５日間、大規模販売会実行委員会主

催の第５回福岡県「まごころ製品」大規模販売会が福岡三越で開催されました。 

 福岡県内外から障害者施設 66 施設が出店し、障害のある皆さんがまごころを込めて仕上げた

約１２００種類、５万６千点以上の「まごころ製品」が勢揃いしました。会期中は、実際に商品

を手に取って、お気に入りのまごころ製品を探されながら、お買い物を楽しまれるお客様で賑

わいました。  

また、販売会に併せて、障害者施設による「ライブペインティング」や博多を代表する一流料

理人が「まごころ製品」の農産物や福岡県産食材を使用した特別メニューを提供する「博多食

文化の会スペシャルイベント」など、様々なイベントが開催されました。中でも、九州北部豪雨

被災地支援イベントとして行われた九州にゆかりのある漫画家の皆さんによる「似顔絵チャリ

ティー」や、障害者施設による「ワークショップ」には多くのかたが参加され、これらの参加費

の一部は九州北部豪雨の被災地へ義援金として寄付されます。 
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【福岡県からのお知らせ】 
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福岡県からのお知らせ 

タイトル：県発達障害者支援センターを設置しました。 

本文：県では、県内 4か所に発達障害者支援センターを設置しました。福岡市、北九州

市の 2センターとあわせ６か所で発達障害に関する専門的相談が受けられますので、お住

まいの地域にあわせ、お問い合わせください。 

 

各地域の発達障害者支援センター 

福岡市以外の福岡地域のかた【平成 30 年１月新設】 

電話 092-558-1741 FAX 092-558-1742 

月曜から金曜日まで ９時から１７時 

 

北九州市以外の北九州地域のかた【平成 29 年 9 月新設】 

電話 070-1242-1503 FAX 093-922-5523 

月曜から金曜日まで ９時から１６時 

 

筑豊地域のかた 

電話 0947-46-9505 FAX 0947-46-9506 

月曜、水曜、木曜、金曜、日曜日 ９時から１８時 

 

筑後地域のかた 

電話 0942-52-3455 FAX 0942-53-0621 

月曜から金曜日まで ９時から１７時 

 

北九州市のかた 

電話 093-922-5523 FAX 093-922-5523 

月曜から金曜日まで ８時３０分から１７時 

 

福岡市のかた 

電話 092-845-0040 FAX 092-845-0045 

月曜から金曜日まで ９時から１７時 

 

問い合わせ先 

県障害福祉課 自立支援係 

電話 092-643-3263 FAX 092-643-3304 

 

タイトル：聴覚障害者の支援者養成講座 

本文：聴覚障害のあるかたへの情報提供を支援するために必要な知識・技術が習得できる

講座です。 

 

次のＳＰコードへ続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「障害のある私たちの地域での出産、地域での子育
て―11の家族の物語」

安積遊歩・尾濱由里子　編著
出版：生活書院

　障壁、差別につきあたりながらも、障がいのあ
る人の産み育てる権利を現実のものとしてきた
11の家族の物語。とまどい、哀しみ、怒り、子ど
もと生きる喜びを等身大の言葉でつづる。『スク
ラムハーフ』連載を編集・加筆し書籍化。

「�虹色のチョーク―働く幸せを実現した町工場の
軌跡」

小林　成美　著
出版：幻冬舎　

社員の７割が知的障がい者のチョーク工場「日
本理化学工業」が業界トップシェアを成し遂げ、
“日本でいちばん大切にしたい会社”と呼ばれる
理由とは。家族の宿命と経営者の苦悩、同僚の戸
惑いと喜びを描いたノンフィクション。

●利 用 時 間 ９：００～１７：００
●休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日・第４月曜日は除く）
●貸 　 　 出 図書・ビデオ・DVD　合計１０点まで

※貸出の際は、クローバープラザ利用者カードが必要です。
※遠方の方や外出が困難な方のために配送での貸出返却も行っています。（送料実費負担）

●貸 出 期 間 ２週間以内
●問い合わせ先 福祉情報センター　〒８１６－０８０４　春日市原町３丁目１番地７

　　　　　　　　　　　　　　　　　クローバープラザ東棟２階
☎　０９２－５８４－３３３０　　FAX　０９２－５８４－３３１９

福祉情報センターでは、福祉に関する
図書・ビデオの閲覧・貸出を行っています。ほんだな

福岡県障がい者福祉情報
ハンドブック2018

　発行：福岡県社会福祉協議会（福岡県福祉情報センター）
　　　　価格など詳細が決定次第、本会ホームページ等でお知らせします。

★障がい者福祉制度・施策を満載
★県内全市町村の実施する地域生活支援事業を網羅
★施設名簿、地域活動支援センター・共同作業所の活動内容等を掲載

　�購入を希望の際は、下記窓口にお越しいただくか、申込書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸまたは
郵送でお申込みください。（申込書は本会ホームページからダウンロードできます。）
　�販売価格や送料については４月以降に本会ホームページを御確認いただくか、人材・情報課まで
直接お問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ先】
　福岡県社会福祉協議会　県民サービス部　人材・情報課
　〒816-0804　春日市原町３-１-７　クローバープラザ東棟２階
　ＴＥＬ　０９２-５８４-３３３０　ＦＡＸ　０９２-５８４-３３１９

福岡県障がい者福祉情報
ハンドブック2018

平成30年
４月販売予定
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福祉情報センターでは、福祉に関する図書・雑誌・ビデオの貸し出しを行っています。ぜ

ひご利用ください。 

利用時間は、９時から１７時まで、月曜日は休館日です。月曜日が祝日の場合は、翌日が

休館日となります。第よん月曜日は開館しています。 

貸出は、図書・ビデオ 合計１０点まで。２週間以内の返却をお願いします。 

遠方のかたや外出が困難なかたのために、配送での貸出、返却もおこなっております。 

 

お問い合わせは、福祉情報センター 電話番号 092-584-3330 までご連絡ください。 

 

こん号では、福祉情報センターにある２冊の図書を紹介します。 

 

１冊目 

「障害のある私たちの地域での出産、地域での子育て １１の家族の物語」 
安積遊歩・尾濱由里子 編著  
出版：生活書院 
 
障壁、差別につきあたりながらも、障害のある人の産み育てる権利を現実のものとしてきた１１の家族

の物語。とまどい、哀しみ、いかり、子どもと生きる喜びを等身大の言葉でつづる。「スクラムハーフ」連

載を編集・加筆し書籍化。 
 

２冊目 

「虹色のチョーク 働く幸せを実現した町工場の軌跡」 
小林 成美 著  
出版：幻冬舎 

 
社員の７割が知的障害者のチョーク工場「日本理化学工業」が業界トップシェアを成し遂げ、“日本でい

ちばん大切にしたい会社”と呼ばれる理由とは。家族の宿命と経営者の苦悩、同僚の戸惑いと喜びを描い

たノンフィクション。 
 

次のＳＰコードへ続く 

 

 
 

 

タイトル：福岡県障害者福祉情報ハンドブック２０１８ 

本文： 

発行 福岡県社会福祉協議会（福岡県福祉情報センター） 

価格など詳細が決定次第、本会ホームページ等でお知らせします。 

平成３０年４月に販売予定です。 

 

・障害者福祉制度・施策を満載 

・県内全市町村の実施する地域生活支援事業を網羅 

・施設名簿、地域活動支援センター・共同作業所の活動内容等を掲載 

 

購入を希望の際は、下記窓口にお越しいただくか、申込書に必要事項を記入のうえ、Ｆ

ＡＸまたは郵送でお申込みください。申込書は本会ホームページからダウンロードできま

す。 

 販売価格や送料については４月以降に本会ホームページを御確認いただくか、人材・ 

情報課まで直接お問い合わせください。 

 

【申し込み・問い合わせ先】 

福岡県社会福祉協議会 県民サービス部 人材・情報課 

 〒816-0804 春日市原町３－１－７ クローバープラザ東とう２階 

 ＴＥＬ ０９２－５８４－３３３０  

ＦＡＸ ０９２－５８４－３３１９ 

 

８頁終わり 

 

 


